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注　１　国土交通省資料による。 
　　２　死者数は24時間死者。

第１章 鉄道交通事故の動向
1近年の運転事故の状況
鉄道交通における運転事故※は，長期的には減少
傾向にあり，平成３年に１，２５２件であったもの
が，１３年には９０８件，２３年には８５５件で，２３年は前年
比２．２％減，列車走行１００万キロメートル当たりでは
０．６４件で前年比３．０％減となった（第１―４０図）。

事故種類別にみると，踏切障害が３２３件（３７．８％），
人身障害４３１件（５０．４％），道路障害８３件（９．７％）
であった（第１―２９表）。
運転事故による死者数は３１７人で，第９次交通安
全基本計画の目標どおり減少し（４．２％減），乗客の
死者数はゼロであった。

第２部 鉄道交通

※ 運転事故
列車衝突事故，列車脱線事故，列車火災事故，踏切障害事故，道路障害事故，鉄道人身障害事故及び鉄道物損事故をい
う。なお，軌道の運転事故は，鉄道運転事故と同様に定義する。

区分
列車事故 その他の事故

合計
列車衝突 列車脱線 列車火災 小計 踏切障害 道路障害 人身障害 物損 小計

件 数（件）
１ １５ ０ １６ ３２３ ８３ ４３１ ２ ８３９ ８５５

０．１％ １．８％ ０．０％ １．９％ ３７．８％ ９．７％ ５０．４％ ０．２％ ９８．１％ １００．０％

死傷者（人）
０ ８４ ０ ８４ ２０６ ３３ ４３４ ６７３ ７５７

（０） （０） （０） （０） （１２１） （０） （１９６） （３１７） （３１７）

第１―４０図 運転事故の件数と死傷者数の推移

第１―２９表 事故種類別の運転事故の発生状況 （平成２３年）

注 １ 国土交通省資料による。
２ （ ）内は，死亡者で死傷者の内数である。
３ 踏切障害とは，踏切道において列車又は車両が道路を通行する人又は車両等と衝突し，又は接触した事故のうち列車事故に至らなかったもの。
４ 道路障害とは，踏切道以外の道路において，列車又は車両が道路を通行する人又は車両等と衝突し，又は接触した事故のうち列車事故に至らなかった

もの。
５ 人身障害とは，列車又は車両の運転により人の死傷を生じた事故をいう（列車事故，踏切障害及び道路障害を除く）。
６ 物損とは，列車又は車両の運転により５００万円以上の物損を生じた事故をいう（列車事故，踏切障害，道路障害及び人身障害を除く）。
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注　１　国土交通省資料による。 
　　２　死者数は24時間死者。

2平成２３年中の列車事故の状況
列車事故（運転事故のうち列車衝突事故，列車脱
線事故及び列車火災事故をいう。）は，東日本大震
災による列車脱線事故が３件発生したことなどか
ら，１６件（運転事故件数の１．９％）であり，前年比
１００％増であったが，列車事故による死者は皆無で
あった。

3平成２３年中の踏切事故の状況
踏切事故※は，踏切保安設備の整備等により，長
期的には減少傾向にあるが，平成２３年は３２５件で前
年比２．８％増であり，踏切事故による死者数は１２１人
で前年比７．１％増であった（第１―４１図）。
原因別にみると，列車が通過する直前の横断等交
通側の原因であり，衝撃物別にみると，自動車と衝
突した事故が４９．２％を占めている（第１―４２図）。
また，第１種踏切道での事故件数が８３．７％を占め
ているが，踏切道１００か所当たりでは第１種が最も
少なくなっている（第１―３０表）。

4人身障害事故の発生状況
平成２３年の人身障害事故は４３１件，死者数は１９６人
で前年比１０．１％減，このうちホームから転落して又
はホーム上で，列車と接触して死傷する事故（ホー
ム事故）は，近年増加傾向にあったが，平成２３年は
２０８件で前年比５．９％減であり，ホーム事故による死

※ 踏切事故
列車事故のうち，踏切道において，列車又は車両が道路を通行する人又は車両等と衝突し，又は接触した事故及び踏切
障害事故をいう。

踏切道 踏切道数 件数 構成率
（踏切道）

１００か所当
たりの事故
件数

か所 件 ％ 件
第１種 ２９，９６７ ２７２ ８８．０ ０．９１
第２種 － － － －
第３種 ８６１ １０ ２．５ １．１６
第４種 ３，２３０ ４３ ９．５ １．３３
計 ３４，０５８ ３２５ １００．０ ０．９５

第１―３０表 踏切道種別の踏切事故発生件数 （平成２３年）

注 １ 国土交通省資料による。
２ 踏切道種別は，次による。

第１種 自動遮断機が設置されている踏切道又は踏切保安係が遮
断機を操作している踏切道

第３種 遮断機はないが警報機が設置されている踏切道
第４種 踏切保安係もおらず，遮断機も警報機も設置されていな

い踏切道
第２種については，現在設置されているものはない。

３ 踏切道数は，平成２２年度末の数字である。
４ １００か所当たり件数とは，踏切道１００か所当たりの踏切事故件数であ

る。

第１―４１図 踏切事故の件数と死傷者数の推移
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注　１　国土交通省資料による。 
　　２　死者数は24時間死者。

者数は２９人で前年比３２．６％減であった。
なお，ホーム事故は，酔客による事故件数が

６１．５％を占めている（第１―４３図）。

5平成２３年中の鉄道交通における重大事故の発生状
況
平成２３年５月２７日に JR北海道の石勝線清風山信
号場において，列車脱線火災事故が発生し，トンネ
ル内における発炎により乗客等７９人が負傷した（第
１―３１表）。

発生月日 事業者名 線名・場所 事故種類 死傷者数 脱線車両 主原因及び概要

５／２７ JR北海道 石勝線
清風山信号場 列車脱線事故 ７９人

（ ０人） ２ 列車が脱線しトンネル内で停止。火災が発生
し，乗客が徒歩で避難した。

第１―４２図 原因別・衝撃物別踏切事故発生件数（平成２３年）

第１―４３図 ホーム事故の件数と死傷者数の推移

第１―３１表 重大事故一覧 （平成２３年）

注 １ 国土交通省資料による。
２ 重大事故とは，死傷者が１０名以上又は脱線両数が１０両以上生じた事故をいう。
３ 死傷者数の（ ）内は，死亡者数で内数を示す。


